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■

八

ヶ

岳

で

Ｖ

Ｐ

Ｐ

を

　

２

０

２

１

年

の

暮

れ

に

、

東

京

都

か

ら

住

民

票

を

長

野

県

茅

野

市

の

八

ヶ

岳

麓

、

標

高

１

０

２

０

㍍

の

所

へ

と

移

し

た

。

エ

コ

ハ

ウ

ス

の

実

践

の

病

が

昂

じ

て

、

最

先

端

の

性

能

の

も

の

を

検

証

し

つ

つ

、

余

剰

の

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

起

源

の

電

力

を

近

隣

で

融

通

し

あ

う

、

い

わ

ゆ

る

Ｖ

Ｐ

Ｐ

（

ヴ

ァ

ー

チ

ャ

ル

・

パ

ワ

ー

・

プ

ラ

ン

ト

）

を

実

証

し

て

み

た

く

、

長

年

温

め

て

き

た

ア

イ

デ

ィ

ア

を

具

体

化

さ

せ

た

も

の

で

あ

る

。

住

ん

で

い

る

の

は

金

山

デ

ッ

キ

と

名

付

け

た

、

１

２

０

平

方

㍍

強

の

平

屋

。

熱

貫

流

率

は

０

・

�

、

発

電

能

力

８

・

８

㌗

、

蓄

電

池

容

量

�

㌗

ア

ワ

ー

相

当

の

正

真

正

銘

の

Ｚ

Ｅ

Ｈ

（

ゼ

ロ

・

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

ハ

ウ

ス

）

で

あ

る

。

余

剰

電

力

の

グ

リ

ッ

ド

へ

の

逆

潮

を

始

め

て

１

年

間

の

実

績

で

は

、

電

力

自

給

率

は

２

６

３

％

に

も

な

り

、

今

の

技

術

は

す

ご

い

と

実

感

し

て

い

る

。

　

新

築

以

来

今

ま

で

、

�

％

程

度

の

時

間

を

現

地

で

過

ご

す

間

に

（

�

数

％

が

東

京

の

羽

根

木

エ

コ

ハ

ウ

ス

、

残

り

は

全

国

各

地

へ

の

出

張

）

、

八

ヶ

岳

地

域

で

の

環

境

資

源

、

環

境

人

材

を

多

数

見

て

、

知

る

こ

と

と

な

っ

た

。

環

境

資

源

を

地

域

で

無

駄

な

く

活

用

し

て

い

る

取

り

組

み

を

紹

介

す

る

。

■

栄

養

の

循

環

　

感

心

し

た

こ

と

の

一

つ

は

、

諏

訪

湖

で

繁

茂

す

る

水

草

、

藻

の

仲

間

の

有

効

利

用

で

あ

る

。

　

か

つ

て

の

諏

訪

湖

は

、

周

辺

の

工

場

か

ら

の

排

水

に

、

流

域

�

万

人

分

の

家

庭

系

の

有

機

排

水

も

加

わ

り

ひ

ど

く

汚

染

さ

れ

て

い

た

が

、

下

水

道

な

ど

が

行

き

届

き

、

水

質

は

大

き

く

改

善

さ

れ

た

。

し

か

し

、

日

光

が

浅

い

湖

底

ま

で

届

く

よ

う

に

な

る

と

、

水

草

や

藻

が

繁

茂

す

る

よ

う

に

な

っ

た

。

水

草

が

水

面

を

覆

う

と

、

湖

底

で

芽

生

え

た

水

草

が

死

に

絶

え

光

合

成

に

よ

る

酸

素

補

給

が

な

く

な

り

、

魚

や

昆

虫

な

ど

が

死

ん

で

し

ま

う

。

こ

う

し

た

被

害

が

出

て

き

た

の

で

、

�

年

前

に

長

野

県

が

音

頭

を

取

っ

て

、

市

民

や

漁

協

や

ト

ヨ

タ

な

ど

の

企

業

も

参

加

す

る

菱

刈

り

の

活

動

が

始

め

ら

れ

た

。

３

度

ほ

ど

参

加

し

て

み

た

が

、

船

を

出

す

と

、

確

か

に

、

水

面

の

相

当

範

囲

が

菱

な

ど

に

覆

わ

れ

て

い

る

。

そ

う

し

た

場

所

で

、

菱

の

幹

を

つ

か

ん

で

、

根

ご

と

抜

き

取

る

作

業

を

す

る

。

水

草

が

盛

ん

に

育

つ

夏

、

秋

に

は

、

平

日

は

県

の

菱

刈

船

、

土

日

は

、

ヨ

ッ

ト

ク

ラ

ブ

な

ど

が

船

頭

を

つ

と

め

る

船

に

市

民

が

乗

り

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

で

除

却

を

す

る

。

除

却

さ

れ

た

水

草

は

湖

岸

の

空

き

地

で

天

日

で

脱

水

す

る

。

こ

う

し

て

１

年

間

で

、

干

し

た

後

の

重

量

で

も

５

０

０

㌧

弱

の

刈

り

取

り

に

な

る

。

県

の

推

計

で

は

、

こ

の

水

草

除

却

で

、

窒

素

が

２

㌧

、

リ

ン

が

０

・

２

㌧

、

湖

か

ら

取

り

出

さ

れ

、

水

底

の

溶

存

酸

素

の

保

持

や

富

栄

養

化

対

策

に

も

役

立

っ

て

い

る

と

の

こ

と

。

実

際

、

窒

素

や

リ

ン

の

環

境

基

準

も

近

年

よ

う

や

く

達

成

さ

れ

る

に

至

っ

て

い

る

。

　

さ

ら

に

感

心

す

る

の

は

、

引

き

抜

い

た

水

草

の

有

効

活

用

で

あ

る

。

専

門

企

業

に

頼

ん

で

堆

肥

化

を

し

、

自

治

体

を

通

じ

て

希

望

す

る

農

家

に

無

償

配

布

し

て

い

る

。

長

野

県

で

は

、

化

成

肥

料

や

化

学

農

薬

を

５

割

削

減

し

て

育

て

ら

れ

た

作

物

を

「

信

州

の

環

境

に

や

さ

し

い

農

産

物

」

と

し

て

認

証

し

て

お

り

、

地

力

づ

く

り

に

こ

の

水

草

堆

肥

も

使

わ

れ

て

い

る

。

諏

訪

湖

上

流

の

原

村

な

ど

は

、

セ

ロ

リ

な

ど

の

高

級

野

菜

産

地

で

あ

る

。

コ

ウ

ノ

ト

リ

と

の

共

生

の

た

め

に

減

農

薬

な

ど

で

栽

培

さ

れ

る

「

コ

ウ

ノ

ト

リ

米

」

は

有

名

で

あ

る

が

、

諏

訪

湖

の

水

草

起

源

の

堆

肥

で

栽

培

さ

れ

た

セ

ロ

リ

な

ど

が

ブ

ラ

ン

ド

化

し

て

い

く

と

よ

い

な

、

と

強

く

期

待

す

る

次

第

で

あ

る

。

■

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

循

環

　

も

う

一

つ

の

地

産

地

消

の

動

き

と

し

て

は

、

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

起

源

の

電

力

を

盛

り

立

て

て

い

く

取

り

組

み

を

紹

介

し

た

い

。

　

茅

野

市

に

は

、

９

の

小

水

力

発

電

所

が

あ

る

。

そ

の

多

く

は

、

自

然

河

川

で

は

な

く

、

農

業

用

水

路

に

流

れ

る

水

を

活

用

し

た

発

電

で

あ

る

。

八

ヶ

岳

山

麓

は

、

伏

流

水

は

豊

富

だ

が

、

大

き

な

河

川

は

余

り

な

く

、

江

戸

時

代

後

期

ま

で

水

田

耕

作

は

困

難

だ

っ

た

。

そ

こ

に

現

れ

た

の

が

、

坂

本

養

川

。

今

の

原

村

に

当

た

る

地

域

の

名

主

で

あ

っ

て

、

蓼

科

山

の

麓

で

取

水

し

た

水

を

、

八

ヶ

岳

の

等

高

線

を

斜

め

に

横

切

っ

て

、

今

日

の

富

士

見

町

（

富

士

川

水

系

と

天

竜

川

水

系

の

分

水

嶺

）

ま

で

運

ぶ

農

業

用

水

路

を

何

本

も

掘

削

し

た

。

　

そ

の

水

は

、

江

戸

時

代

以

来

水

田

耕

作

に

使

わ

れ

、

現

代

に

至

る

が

、

灌

漑

に

は

使

わ

ず

、

た

だ

流

れ

て

い

る

だ

け

だ

っ

た

上

流

部

で

、

今

日

で

は

、

流

れ

込

み

式

の

小

水

力

発

電

が

何

か

所

か

行

わ

れ

て

い

る

。

一

番

最

近

に

竣

工

し

、

発

電

を

開

始

し

た

の

は

、

３

Ｖ

小

水

力

発

電

㈱

の

二

つ

の

発

電

所

（

１

０

０

㌗

級

と

２

０

０

㌗

級

）

だ

が

、

不

幸

に

し

て

、

創

業

社

長

さ

ん

が

急

逝

し

て

し

ま

っ

た

。

施

設

は

残

っ

て

い

る

が

、

地

元

金

融

機

関

か

ら

の

数

億

円

規

模

の

借

入

金

も

残

さ

れ

悩

ま

し

い

。

こ

の

発

電

資

産

を

、

事

業

を

継

承

す

る

形

で

、

借

入

金

を

返

済

し

つ

つ

、

資

金

の

地

域

循

環

を

続

け

ら

れ

な

い

か

、

真

剣

な

模

索

が

続

い

て

お

り

、

私

も

首

を

突

っ

込

ん

で

い

る

。

　

水

の

循

環

を

駆

動

さ

せ

て

い

る

の

は

太

陽

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

で

あ

る

が

、

太

陽

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

活

用

に

つ

い

て

も

紹

介

し

た

い

。

茅

野

市

立

の

永

明

小

・

中

学

校

の

改

築

工

事

で

は

、

ま

ず

は

校

舎

の

建

築

工

事

が

来

年

度

新

学

期

に

間

に

合

わ

せ

る

べ

く

進

ん

で

い

る

。

　

エ

ネ

ル

ギ

ー

供

給

の

検

討

は

遅

れ

気

味

だ

が

、

こ

の

時

代

、

電

気

代

の

高

騰

化

傾

向

や

防

災

対

策

を

考

え

る

と

自

前

の

電

源

を

持

つ

べ

き

と

い

う

声

も

高

ま

っ

て

い

る

。

そ

こ

で

、

地

元

の

事

業

者

に

太

陽

光

パ

ネ

ル

や

蓄

電

池

を

設

置

す

る

投

資

を

行

っ

て

も

ら

い

、

市

側

は

、

長

期

契

約

の

下

、

電

力

代

金

を

払

う

だ

け

で

、

初

期

投

資

を

免

れ

る

Ｐ

Ｐ

Ａ

方

式

で

の

、

地

産

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

電

力

の

活

用

が

検

討

さ

れ

始

め

て

い

る

。

地

域

の

金

融

機

関

や

地

元

の

公

立

諏

訪

東

京

理

科

大

学

の

先

生

方

な

ど

と

一

緒

に

勉

強

会

を

起

こ

し

、

側

面

支

援

を

し

て

い

る

。

　

我

が

金

山

デ

ッ

キ

で

の

発

電

と

近

隣

で

の

電

力

利

用

の

構

想

だ

け

で

は

な

い

。

自

然

豊

か

な

八

ヶ

岳

地

域

に

は

、

以

上

の

ほ

か

に

も

、

温

泉

、

バ

イ

オ

マ

ス

な

ど

な

ど

、

地

域

で

資

源

・

エ

ネ

ル

ギ

ー

や

資

金

を

循

環

さ

せ

る

地

域

循

環

圏

づ

く

り

の

ピ

ー

ス

が

た

く

さ

ん

あ

る

。

そ

う

し

た

話

を

取

材

し

て

、

ゆ

く

ゆ

く

は

「

八

ヶ

岳

地

産

地

消

物

語

」

と

し

て

出

版

す

る

こ

と

を

目

論

ん

で

い

る

。

乞

う

ご

期

待

。


